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田島弥平旧宅物語

世界遺産候補 （平成26年6月20日現在）
富岡製糸場と絹産業遺産群

誕生
周
年

伊勢崎市は
平成27年１月１日に
誕生10周年を迎えます

表紙写真：竜宮浄水場の調整塔の上から
６月１日に行われた「竜宮浄水場施設見
学会」。参加した皆さんは高さ35メート
ルの調整塔に上り、自分の家を探したり、
風景を写真に収めたり。晴れ渡った空の
下、屋上から見渡す市内の風景を目いっ
ぱい楽しみました。

防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは11ページへ

●あなたと市政をつなぐ情報紙●●あなたと市政をつなぐ情報紙●

７月１日号
2014年（平成26年）No.229

サークル名 リンパストレッチ第27回 境島村公民館
　顔から足の先まで、全身のリンパマッサージ・ストレッチを
しています。リンパマッサージ・ストレッチは、体内の老廃物
を排出しやすくし、全身のむくみ解消に効果があるといわれる
セルフマッサージ。マッサージをした後は、「ズンバ」というラ
テン系のダンスで体を動かします。自由に体を動かして楽しむ
ズンバは、ダンスの経験がなくても大丈夫。リズムに乗って楽
しく踊って、日頃のストレス（？）を発散しています。

　これまで広報いせさきでは、
平成24年12月１日号の特集
記事や平成25年４月１日号
から始まった連載など、田島
弥平旧宅の素晴らしさをお伝
えするため、たくさんの記事
や写真を掲載してきました。
　今、私がこの原稿を書いて
いる時点では、田島弥平旧宅
を含む「富岡製糸場と絹産業
遺産群」の世界遺産登録はま
だ決定していませんが、この
号の発行までには登録の可否
が決まります。世界遺産登録
という大きな瞬間に、この仕
事ができる喜びを感じながら、
その時を待っています。（し）

第

富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群

16
話
　

　
富
岡
製
糸
場
は
、明
治
５
年（
１

８
７
２
年
）に
政
府
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
を

導
入
し
た
日
本
初
の
本
格
的
製
糸

工
場
で
す
。
こ
こ
か
ら
日
本
全
国

に
器
械
製
糸
技
術
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
富
岡
製
糸
場
は
養
蚕
業
と

連
携
し
、
良
質
な
蚕
の
品
種
開
発

と
そ
の
普
及
を
推
進
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
田
島

弥
平
を
は
じ
め
と
し
た
島
村
の
蚕

種（
蚕
の
卵
）製
造
者
や
、
高
山
社
、

荒
船
風
穴
な
ど
に
関
連
し
た
有
力

な
養
蚕
家
で
し
た
。

　
高
山
社
は
、
高
山
長
五
郎
が
考

案
し
た
蚕
の
飼
育
法「
清
温
育
」を

広
め
る
た
め
、
明
治
17
年
に
造
ら

れ
た
学
校
で
す
。
国
内
は
も
と
よ

り
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
か
ら
も
生

◀富岡製糸場
   （写真提供：富岡市）
場内には、明治初期の建
物がほぼ創業当初の形で
残されている。生糸の大
量生産を実現した「技術革
新」と、世界と日本との技
術の「交流」を主題とした、
近代絹産業に関する遺産
として世界遺産登録へ。

せ
い 

お
ん 

い
く

た
か  

や
ま
　
し
ゃ

し
ゅ

さ
ん

ち
ょ
う   

ご
　 

ろ
う

問い合わせ
●文化財保護課（☎63－3636）
●田島弥平旧宅案内所（☎61－5924）

徒
が
集
ま
り
、
明
治
20
年
以
降
に

は
清
温
育
が
日
本
の
養
蚕
飼
育
法

の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

　
荒
船
風
穴
は
、
岩
の
隙
間
か
ら

吹
き
出
す
冷
風
を
利
用
し
て
蚕
種

を
貯
蔵
す
る
施
設
で
す
。
明
治
末

期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
、
３

基
の
貯
蔵
庫
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

蚕
種
貯
蔵
施
設
と
し
て
は
日
本
最

大
の
風
穴
で
、
蚕
種
を
低
温
で
貯

蔵
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
年
１

回
し
か
で
き
な
か
っ
た
養
蚕
を
複

数
回
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
四
つ
の
資
産
は
互
い
に
協
力
し

合
い
、
高
品
質
な
生
糸
を
安
定
的

か
つ
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
一
部
の
特
権
階
級
の
も
の

で
あ
っ
た
絹
を
世
界
中
の
人
々
に

広
め
、
そ
の
生
活
や
文
化
を
さ
ら

に
豊
か
な
も
の
に
変
え
ま
し
た
。

 

私のおうち
見ーつけた
私のおうち
見ーつけた

▲高山社跡（写真提供：藤岡市）

▲田島弥平旧宅

▲荒船風穴（写真提供：下仁田町）

P２－３ 始めよう！ 地球温暖化対策
P４ いせさき七夕まつり
P５ 臨時福祉給付金 ８月1日（金）から申請受付開始
P10 TOPICS 田島弥平旧宅案内所に寄ってみよう！
　　　　 

主な内容

あ
ら

ふ
ね
ふ
う

け
つ

●活動状況は？
▶月２回
●活動場所は？
▶境島村公民館
●メンバーは？
▶18人



上
手
な
節
電
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

環
境
と
財
布
に
優
し
い
運
転

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
自
動
車

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
少
な
い
運

転
の
方
法
で
す
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ド
ラ
イ
ブ（
環
境
に
優
し
い
運
転
）

で
あ
り
、
エ
コ
ノ
ミ
カ
ル
ド
ラ
イ

ブ（
財
布
に
優
し
い
運
転
）で
も
あ

り
ま
す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛

け
る
こ
と
で
自
動
車
の
燃
費
が
向

上
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
発
進
・
ゆ
っ
く
り
停
止

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
基
本
は
、
急

な
加
速
や
減
速
を
し
な
い
こ
と
。

発
進
す
る
と
き
は
ゆ
っ
く
り
と
ア

ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
、
発
進
か
ら

５
秒
間
で
時
速
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
到
達
す
る
こ
と
を
目
安
に
加
速

し
ま
し
ょ
う
。
走
行
中
は
車
間
距

離
に
余
裕
を
持
っ
て
、
加
速
・
減

速
の
少
な
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
減
速
す
る
と
き
は
早
め
に

ア
ク
セ
ル
か
ら
足
を
離
し
、
エ
ン

ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使
っ
て
減
速
す

る
と
、
燃
料
の
消
費
量
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
夏
場
の
エ
ア

コ
ン
の
設
定
温
度
を
高
め
に
し
た

り
、
不
要
な
荷
物
を
降
ろ
し
た
り

す
る
こ
と
で
も
、
燃
費
は
向
上
し

ま
す
。

地
球
に
優
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

資
源
物
の
分
別
と
回
収
を

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
安
全
運
転

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
は
、
交
通
事

故
の
発
生
を
減
ら
す
効
果
が
あ
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
発
進
・
ゆ
っ
く
り
停
止
し
、
余

裕
の
あ
る
運
転
を
す
る
こ
と
が
、

安
全
運
転
に
つ
な
が
り
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ス
テ
ッ
カ
ー
を

配
布
し
て
い
ま
す

　
環
境
保
全
課
で
は
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
宣
言
を
し
た
人
に
ス
テ
ッ
カ

ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
今
日
か
ら
、
環
境
に
優
し
い
運

転
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

地球温暖化と温室効果ガス地球温暖化と温室効果ガス

月５日の環
境の日に、

市役所東館１階市
民ホールで「環境
の日のイベント」
を開催しました。
来場者にはエコバ
ッグ、グリーンカ
ーテン用のつる植
物、エコドライブ
ステッカーなどを
配布し、ごみの減
量や節電などを呼
び掛けました。会
場では「グリーン
カーテン育て方講

始めよう！

地球温暖化対策
今、地球温暖化が深刻な社会問題となっています。

私たちの生活によって排出された温室効果ガスが、

地球温暖化の一つの要因であると考えられています。

私たち一人一人が少し意識して生活をすれば、

それが地球温暖化対策につながります。

問い合わせ　環境保全課（☎27－2733）

節
電
で
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
減
ら
せ
ま
す

　
日
本
で
一
番
多
く
電
気
を
つ
く

っ
て
い
る
火
力
発
電
は
、
石
油
、

石
炭
、
天
然
ガ
ス
を
燃
や
し
て
発

電
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
化
石

燃
料
は
、
燃
焼
時
に
地
球
温
暖
化

の
要
因
に
な
る
、
二
酸
化
炭
素
を

多
く
排
出
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
冷
房
の

利
用
な
ど
で
電
気
の
使
用
量
が
増

え
ま
す
。
私
た
ち
が
少
し
気
を
付

け
て
電
気
の
使
用
を
抑
え
る
と
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
身
の
回
り
で
簡

単
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
節
電
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
エ
ア
コ
ン
】

●
設
定
温
度
は
28
度
に
す
る

●
使
用
時
間
を
短
く
す
る

●
フ
ィ
ル
タ
ー
を
小
ま
め
に
掃
除

す
る

●
家
族
で
一
緒
の
部
屋
で
過
ご
す

●
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
や
す
だ
れ

な
ど
を
利
用
し
て
室
温
を
上
げ
な

い
工
夫
を
す
る

【
冷
蔵
庫
】

●
設
定
を「
強
」か
ら「
中
」に
す
る

●
物
を
詰
め
込
み
過
ぎ
ず
、
扉
の

開
閉
時
間
は
短
く
す
る

●
扉
の
無
駄
な
開
閉
は
や
め
る

【
テ
レ
ビ
】

●
画
面
を
明
る
過
ぎ
な
い
程
度
に

調
整
す
る

●
必
要
な
と
き
以
外
は
消
す

正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
焼
却
処

理
す
る
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
発

生
し
ま
す
。
燃
え
る
ご
み
と
し
て

捨
て
ら
れ
て
い
る
物
の
中
に
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
類
、
衣
類

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源

物
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
正
し
く

ご
み
を
分
別
し
、
燃
え
る
ご
み
の

減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

資
源
保
管
庫
の
利
用
を

　
資
源
物
は
毎
月
１
回
、
お
住
ま

い
の
町
内
の
資
源
回
収
場
所
に
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
役
所
・

各
支
所
や
、
一
部
の
公
民
館
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
る
資
源
保
管
庫

に
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
資
源
保
管
庫
で
は
一
部
を
除
き
、

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
資
源
物
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
資
源
保
管
庫
の
設
置
場

所
・
回
収
時
間
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

衣
類
も
資
源
と
し
て
回
収

　
市
で
は
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で

一
部
の
地
域
で
行
っ
て
い
た
衣
類

の
回
収
を
、
市
内
全
域
で
始
め
ま

し
た
。
古
着
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

座」も実施。会場に設置された資源物の回
収ボックスには、リサイクル可能な資源が
多く集まりました。

年市役所や
各支所、小・

中学校、公民館な
どの公共施設でグ
リーンカーテンを
育てています。こ

としは83の施設でゴーヤと琉球アサガオの
苗、約4,100鉢を育てます。

内の防犯灯
約1万800

基を、消費電力の
少ないLED灯に切
り替えました。こ
れにより、年間の
消費電力は大幅に
削減される見込み

市でも地球温暖化対策に
取り組んでいます
市でも地球温暖化対策に
取り組んでいます

6

毎

市

　大気中には二酸化炭素、メタン、一酸化
二窒素などの温室効果ガスと呼ばれる気体
が含まれています。これらの気体は太陽の
熱で暖められた地表の熱を吸収し、地表の
温度を一定に保つ効果があります。
　近年、大気中の温室効果ガスの増加によ
り地球の平均気温が上昇し、さまざまな問
題が引き起こされています。

地球温暖化により引き起こされる問題
●海面水位の上昇
●豪雨・干ばつなどの異常気象の増加
●生態系への影響
●砂漠化の進行　など

　大気中には二酸化炭素、メタン、一酸化
二窒素などの温室効果ガスと呼ばれる気体
が含まれています。これらの気体は太陽の
熱で暖められた地表の熱を吸収し、地表の
温度を一定に保つ効果があります。
　近年、大気中の温室効果ガスの増加によ
り地球の平均気温が上昇し、さまざまな問
題が引き起こされています。

地球温暖化により引き起こされる問題
●海面水位の上昇
●豪雨・干ばつなどの異常気象の増加
●生態系への影響
●砂漠化の進行　など

環境の日のイベントを開催

公共施設でグリーンカーテンを育成

防犯灯をＬＥＤ化

です。今後新たに設置する防犯灯について
も、全てLED灯を設置します。

あずま支所の
グリーンカーテン

LED灯に切り替わった
防犯灯

エコバッグを配布

グリーンカーテン
育て方講座

資源物回収ボックス
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地球温暖化対策始めよう！
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い
せ
さ
き
七
夕
ま
つ
り

　
本
年
も
た
く
さ
ん
の
七
夕
飾
り
が
会
場
を
彩
り
ま
す
。
七
夕

ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
９
）

　
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得

の
少
な
い
人
の
家
計
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課（
☎
（27）
８
８
０
８
）

期
日
　
７
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

※
両
日
と
も
荒
天
の
場
合
は
21
日

（
祝
）

時
間
　
午
後
１
時
〜
９
時
30
分

会
場
　
本
町
通
り
、
中
央
銀
座
通

り
、
大
手
町
通
り
、
南
銀
座
通
り

ほ
か

天
幕
城
趾
あ
か
ぼ
り
蓮
園
ま
つ
り
２
０
１
４

　
あ
か
ぼ
り
蓮
園
で
は
、
白
や
ピ
ン
ク
の
大
輪
の
花
が
早
朝
か
ら
咲
き
始

め
午
前
中
に
見
頃
と
な
り
ま
す
。
爽
や
か
な
ハ
ス
の
花
が
、
暑
い
夏
を
す

が
す
が
し
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　 問
い
合
わ
せ
　
赤
堀
経
済
振
興
室（
☎
（62）
９
７
９
１
・☎
（62）
１
１
５
１
）

　
あ
か
ぼ
り
蓮
園
は
、
磯
町
の
緑

豊
か
な
天
幕
城
外
堀
跡
に
、
日
中

国
交
正
常
化
30
周
年
を
記
念
し
譲

り
受
け
た
中
国
蓮
を
植
え
付
け
、

平
成
16
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
ハ

ス
の
花
は
、
７
月
上
旬
か
ら
８
月

中
旬
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

期
日
　
７
月
20
日（
日
）

※
雨
天
決
行

時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
あ
か
ぼ
り
蓮
園

内
容
　
赤
飯
・
か
き
氷
な
ど
の
無

料
配
布（
先
着
順
）

入
場
料
　
無
料

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
教
室
】

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

内
容
　
ハ
ス
を
使
っ
て
フ
ラ
ワ
ー

こ
こ
ろ
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
皆
さ
ん
は「
認
知
行
動
療
法
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
認
知
行
動
療
法
は
、

う
つ
病
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
精
神
療
法（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）で
、

日
常
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
仕
事
や
人
間
関
係
な
ど
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
認
知
行
動
療

法
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
課（
☎
（27）
２
７
４
６
）

こ
こ
ろ
の
講
演
会

期
日
　
７
月
26
日（
土
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場
　
市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

定
員
　
２
０
０
人（
先
着
順
）

演
題
　
目
か
ら
ウ
ロ
コ
！
　
こ
こ

ろ
を
楽
に
す
る
発
想
転
換
の
コ
ツ

〜
認
知
行
動
療
法
を
活
用
し
た
こ

こ
ろ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

講
師
　
大
野
裕
さ
ん（
国
立
精
神
・

神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
認
知
行

動
療
法
セ
ン
タ
ー
長
）

入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
８
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎
（23）

６
６
７
５
）・
赤
堀
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー（
☎
（20）
２
２
１
０
）・
あ
ず

ま
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
（62）
９
９
１

８
）・
境
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
（74）
１

３
６
３
）へ

※
フ
ァ
ク
ス
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（

  （21）
８
９
９
５
）へ

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
が

増
え
て
い
ま
す

　
平
成
24
年
厚
生
労
働
省
の
労
働

者
健
康
状
況
調
査
で
は
、
強
い
ス

ト
レ
ス
な
ど
を
感
じ
て
い
る
人
が

60
・
９
％
で
、
平
成
19
年
の
調
査

か
ら
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

い
ま
す
。
適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
生

活
に
や
る
気
や
張
り
を
与
え
て
く

れ
ま
す
が
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
は

心
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

く
よ
く
よ
し
て
い
る
自
分
を

責
め
て
は
い
け
な
い

　
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
、

認
知（
物
の
見
方
や
考
え
方
）や
気

分
、
行
動
が
悲
観
的
に
な
り
が
ち

で
す
。
過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
、
う

つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
病
気
を
招
い

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
病
は
、
日
本
人
の
15
人
に

１
人
が
経
験
す
る
と
い
わ
れ
、
誰

で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

う
つ
病
に
な
る
と
冷
静
な
判
断
力

や
意
欲
が
低
下
し
て
、
ほ
か
に
解

決
方
法
が
な
い
か
の
よ
う
に
追
い

詰
め
ら
れ
、
最
悪
の
場
合
、
自
殺

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

認
知
行
動
療
法
を
活
用
し
て

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を

　
ス
ト
レ
ス
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
感
じ
る

も
の
で
、
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
落
ち
込
ん
だ
り
、
不
安
や

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
し
た
と
き
、

自
分
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
理
解
し
、

問
題
に
上
手
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
練
習
す
る
こ
と
で
、
自
分
な
り

の
対
処
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
自
分
の
持
つ「
こ
こ
ろ
の
力
」に

気
付
き
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

大野裕さん

美しく咲くハスの花

会場案内図

カリビアン
ビーチ

赤堀支所製菓店

赤堀磯沼公園

小菊の里

JA

文

線
々
間
大
崎
勢
伊

50
N

天幕城趾
あかぼり蓮園

会場周辺案内図

N

磯沼公園
赤堀天幕城趾

イベント
会場

ハス
駐車場

臨
時
福
祉
給
付
金
は
８
月
１
日（
金
）か
ら

申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

申
請
の
受
け
付
け

　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
人
に
は
、
７
月
下
旬
に
市
民
税

課
が
送
付
す
る「
平
成
26
年
度
市･

県
民
税（
均
等
割
）に
関
す
る
お
知

ら
せ
」と
併
せ
て
、
申
請
書
な
ど

を
郵
送
し
ま
す
。

申
請
方
法
　
同
封
の
返
信
用
封
筒

を
使
用
し
て
、
申
請
書
な
ど
を
返

送
し
て
く
だ
さ
い

期
間
　
８
月
１
日（
金
）か
ら
11
月

4
日（
火
）ま
で

対
象
　
平
成
26
年
度
の
市
・
県
民

税（
均
等
割
）が
非
課
税
の
人

※
市
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
人
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す

支
給
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ

き
１
万
円

※
支
給
は
１
回
限
り
で
す

※
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
児
童
扶
養

手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

受
給
者
に
は
、
１
人
に
つ
き
５
千

円
を
加
算
し
ま
す

支
給
方
法
　
支
給
決
定
後
、
本
人

が
指
定
し
た
金
融
機
関
へ
の
振
込

と
な
り
ま
す

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

期
間
　
８
月
１
日（
金
）か
ら
11
月

４
日（
火
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場
　
市
役
所
東
館
２
階
臨
時
福

祉
給
付
金
専
用
窓
口

※
窓
口
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
下

表
の
と
お
り
地
区
別
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。
当
日
都
合
の
悪
い

人
は
予
備
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を

　
市
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な
ど

が
、
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
操

作
を
お
願
い
し
た
り
、
世
帯
構
成

な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
し
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

臨時福祉給付金の地区別相談窓口一覧表
地区 期日 時間 会場

北地区・南地区 ８月 ４ 日（月）

午前９時～
午後４時

市役所東館１階
市民ホール

殖蓮地区・茂呂地区 ８月 ５ 日（火）
三郷地区・宮郷地区 ８月 ６ 日（水）
名和地区・豊受地区 ８月 ７ 日（木）
赤堀地区 ８月 ８ 日（金） 赤堀支所
あずま地区 ８月 11日（月） あずま支所
境地区 ８月12 日（火） 境支所会議用庁舎

予備日（全地区） ８月23日（土）・24日（日）・
　　 30日（土）・31日（日）

市役所東館１階
市民ホール

会場周辺案内図

N

伊勢崎駅

北小学校

JR両毛線

駅
崎
勢
伊
新

歩行者専用道路

伊勢崎
郵便局
伊勢崎
郵便局

ベイシアベイシア
本町通り本町通り

川
瀬
広

至
桐
生
至
足
利

東
武
伊
勢
崎
線

東
武
伊
勢
崎
線 至

太
田

至
前
橋

からくり時計からくり時計

■にぎわい広場（本町有料駐車場）
期日・時間　●７月19日（土）＝午後１時～５時
　　　　　　●７月20日（日）＝午後１時～４時30分
内容　●両日＝フェイスペイント、クラフト体験（木の名札作り、フォト

フレーム作り）、草花の販売、園芸教室、スライダー遊具
　　　●19日＝クラフト体験（まゆクラフト）、キャラクターがやってく

る！（ザスパクサツ群馬）
　　　●20日＝クラフト体験（しのでっぽう作り）、キャラクターがやっ

てくる！（群馬クレインサンダーズ）、七夕会場スタンプラリー
問い合わせ　市民活動課（☎61－6712）

■本町通り
期日
７月19日（土）
時間
午後５時30分～
６時
内容
ダンピアいせさ
き・フラダンス

ア
ー
ト
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
３
０
０
円（
材
料
費
）

※
参
加
者
に
は
手
拭
い
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す

FAX

ゆ
た
か

て
ん
ば
く
じ
ょ
う

し

は
す

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
は
、
８
月
21
日（
木
）か
ら
申

請
の
受
け
付
け
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
人
に
は
、
８
月
中

旬
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

※
公
務
員
に
は
通
知
し
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ
　
児
童
家
庭
課（
☎

  （27）
８
８
０
９
）
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住宅名 対象世帯 募集戸数

昭和住宅
母子世帯 １戸
一般世帯 １戸

茂呂島住宅

子育て世帯 １戸
母子世帯 ２戸
障害者世帯 １戸
一般世帯 １戸

豊城西住宅

子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸
高齢者世帯 １戸
一般世帯 １戸

豊城北住宅
母子世帯 １戸
一般世帯 １戸

羽黒住宅

子育て世帯 ３戸
母子世帯 ３戸
高齢者世帯 １戸
一般世帯 １戸

高田住宅 子育て世帯 １戸

山王住宅
母子世帯 １戸
単身者世帯 ２戸
障害者世帯 １戸

今泉住宅
子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸

平和住宅 子育て世帯 １戸
境木島住宅 母子世帯 １戸

境上武士住宅
子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸

境百々第２住宅 一般世帯 １戸
境保泉住宅 子育て世帯 １戸
境熊野前住宅 母子世帯 １戸
ｉ
アイ

タワー花の森住宅 子育て世帯 ２戸

入居者を募集する市営住宅一覧

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
介
護
保
険

保
険
税（
料
）の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）の
納
税
通
知
書
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
・
介
護
保
険
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
保
険
税（
料
）は
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
や
介
護
を
受
け
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　問
い
合
わ
せ
　

　
　
　
　
●
国
保
税
＝
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
６
）

　
　
　
　
●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
３
９
）

　
　
　
　
●
介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課（
☎
（27）
２
７
４
２
）

　
　
　
　※

各
支
所
住
民
福
祉
課
で
も
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
ま
す

納
付
の
方
法
・
納
期

　
納
付
の
方
法
は
、
口
座
振
替
や

納
付
書
で
納
付
す
る
普
通
徴
収
と
、

年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
い

て
納
付
す
る
特
別
徴
収
が
あ
り
ま

す
。
普
通
徴
収
の
納
期
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
特
別
徴
収
の
納
期

は
、
年
金
支
給
月（
年
６
回
）と
同

じ
で
す
。

保
険
税（
料
）な
ど
の
総
合
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

期
間
　
７
月
16
日（
水
）か
ら
25
日

（
金
）ま
で

※
７
月
20
日（
日
）・
21
日（
祝
）は

除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場
　
市
役
所
本
館
１
階
特
設
会

場支
払
い
に
困
っ
た
と
き
は
相
談
を

　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
保
険
税（
料
）が
支
払
え
な
い

場
合
、
分
割
納
付
や
一
定
期
間
の

納
付
猶
予
、
減
免
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た

と
き
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か 

福
祉
医
療
制
度

　
福
祉
医
療
制
度
と
は
、
加
入
す
る
健
康
保
険
で
医
療
機
関
な
ど
を
受
診

し
た
と
き
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
市
が
負
担
す
る
制
度
で
す
。
受

給
者
に
は「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」ま
た
は「
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
者
承
認
通
知
書
」が
交
付
さ
れ
、
医
療
機
関
な
ど
で
保
険
証
な
ど
と
一

緒
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
４
０
）・
各
支
所
住
民
福
祉
課

福
祉
医
療
制
度
の
認
定
に
は

申
請
が
必
要
で
す

　
福
祉
医
療
制
度
は
、
申
請
し
認

定
を
受
け
な
い
と
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
下
表
の
資
格
要
件
を
満
た
す

人
で
、
福
祉
医
療
の
認
定
を
ま
だ

受
け
て
い
な
い
人
は
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
年
金
医
療

課
ま
た
は
各
支
所
住
民
福
祉
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
既
に
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

福
祉
医
療
の
認
定
日

●
出
生
の
場
合
＝
出
生
の
日
か
ら

●
県
内
の
ほ
か
の
自
治
体
か
ら
転

入
し
た
場
合
＝
転
入
の
日
か
ら

※
転
入
の
日
か
ら
14
日
以
内
に
交

付
状
況
証
明
書
を
持
っ
て
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

●
精
神
疾
患
に
よ
り
、
通
院
で
の

診
察
を
受
け
て
い
る
場
合
＝
自
立

支
援
医
療
の
認
定
を
確
認
で
き
た

日
か
ら

●
前
記
以
外
の
場
合
＝
申
請
日
か

ら　こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

●
健
康
保
険
の
種
類
が
変
わ
っ
た

●
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た

●
死
亡
し
た

●
ひ
と
り
親
が
婚
姻
を
し
た

※
事
実
婚
を
含
み
ま
す

●
障
害
の
等
級
な
ど
が
変
わ
っ
た

●
受
給
資
格
者
証
の
紛
失
・
汚
損

母
子
・
父
子
家
庭
の
受
給
資
格

者
証
を
更
新
し
ま
す

　
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日

（
金
）か
ら
は
新
し
い
受
給
資
格
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年

の
所
得
状
況
が
分
か
ら
ず
更
新
が

で
き
な
い
場
合
は
、
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

対象世帯の説明
●子育て世帯＝就学前の子どもがいる世帯、または
婚姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70
歳以下の世帯

●母子世帯＝現在婚姻していない昭和31年４月２日
以降に生まれた母と未成年の子どもだけの世帯

●単身者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人
●高齢者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人
で２人以上の世帯（子どもがいる場合は18歳未満
に限ります）

●障害者世帯＝入居する人の中に障害者がいる世帯
●一般世帯＝中堅所得者世帯（収入月額が15万8,000
円から48万7,000円までの世帯）に該当しない、
２人以上の世帯

申し込み多数
の場合は抽選
会を行います

期日　７月27日（日）
時間　午前９時10分開始
会場　市役所東館５階第１会議室

　
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証（
紫
色
）を
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
８
月
１
日（
金
）か
ら

は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は

医
療
費
の
自
己
負
担
額
な
ど
が

軽
減
さ
れ
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
申
請
す
る
こ
と
で
医
療
費
の

自
己
負
担
額
や
、
入
院
し
た
と
き

の
食
事
代
な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
。

減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人

は
申
請
不
要
で
す

　
現
在
減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い

る
人
で
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き

対
象
と
な
る
人
は
、
今
年
度
か
ら
、

減
額
認
定
証
を
新
し
い
被
保
険
者

証
に
同
封
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
医
療
課（
☎

  （27）
２
７
３
９
）・
各
支
所
住
民
福

祉
課 後

期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
更
新

※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

　
市
営
住
宅
の
入
居
に
は
、
同
居

の
親
族
が
い
る
こ
と
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
、
所
得
制
限
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み

の
前
に
住
宅
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
募
集
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間
　
７
月
11
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅

課（
☎
（27）
２
７
６
４
）

対象者 資格要件 申請に必要な物

子ども 15歳になる誕生日以後の最初の３月31日までの子ども
　※４月１日生まれは15歳の誕生日の前日まで 保険証・印鑑

①母子・父子家庭
②父母のない子ども

①18歳未満の子ども(※)を扶養している母子・父子家庭
②18歳未満の父母のない子ども(※)
※18歳になる誕生日以後の最初の３月31日まで。４
月１日生まれは18歳の誕生日の前日まで

保険証・印鑑・親の戸籍謄本（本籍が市外
の人）・所得税の課税状況が分かる書類
（課税年度の１月１日に本市に住所がない
人）・結婚していない証明（外国籍の人）

重度の障害者

身体障害者手帳１級または２級の人 保険証・印鑑・身体障害者手帳
障害年金１級の人 保険証・印鑑・年金証書

特別児童扶養手当１級または２級の人 保険証・印鑑・特別児童扶養手当証書ま
たは認定通知書および有期認定通知書

療育手帳判定Ａの人 保険証・印鑑・療育手帳
障害年金1級程度の障害で障害年金を受給できない人 保険証・印鑑・所定の診断書

精神疾患での
受診者

通
院

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する
ための法律施行令第１条の２第３号に該当し通院し
ている人

保険証・印鑑・自立支援医療受給者証

入
院

精神保健指定医により入院加療の必要があると診断
された人で、本人、配偶者および世帯主の市民税の
合計額が23万5,000円未満の人

保険証・印鑑・所定の医師の意見書・以
前に精神入院で認定されていた場合は退
院証明書などの退院日が確認できる物・
左記に記載されている人の市町村民税の
課税状況が分かる書類（課税年度の１月
１日に本市に住所がない人）

福祉医療制度 資格要件

保険税（料）普通徴収の納期

１期
２期
３期
４期
５期
６期
７期
８期

７月31日（木）
９月 １日（月）
９月30日（火）
10月31日（金）
12月 １日（月）
12月25日（木）
２月 ２日（月）
３月 ２日（月）

平成27年

納期 納期限



歯っぴぃフェスタ
健康な歯でいつまでも健やかに

市民施設見学会
施設の見学を通じて 市政への理解を深めました

日本女子ソフトボールリーグ伊勢崎大会
地元の声援を力に ぺヤング女子ソフトボール部快勝！

市民レクリエーションスポーツ祭
みんなで元気に生涯スポーツを楽しみました

竜宮浄水場施設見学会
全国水道週間に 水の大切さを学びました

インディアカスポーツ吹き矢ラダーゲッターはつらつウォーク

おいしい水をごくり 職員の説明を聞く参加者の皆さん

しっかり歯磨きできてるかな

間近でコースを見学する参加者の皆さん（オートレース場）

始球式の大役を果たした
鍵山さん

先制のホームランを放った
ペヤングの古関選手

参加者には「いせさき銘泉」
（天然水のペットボトル）をプレゼント

なわとび

　６月４日から10日までの「歯と口の健康週間」に合わせ
て６月５日、文化会館で「歯っぴぃフェスタ」が開催され、
多くの人が来場しました。歯の健康に関するさまざまな相
談・体験コーナーが設置されました。歯科医師による口腔
内の診査や相談、歯科衛生士による歯へのフッ素塗布・歯
みがき習慣の指導が行われ、多くの人が自分や子どもの歯
について真剣に話を聞いていました。体験コーナーでは、
口臭の測定やガムを使ったかむ強さの測定などがあり、来
場者はいつまでも自分の歯で過ごすことの大切さを学びま
した。

　６月１日、市野球場で「日本女子ソフトボールリーグ伊
勢崎大会」としてぺヤング対シオノギ製薬の試合が行われ
ました。本市に本拠地を置くぺヤング女子ソフトボール部
の応援に、多くの市民が球場に駆け付けました。試合は地
元の声援の後押しを受け、ぺヤングが見事、今期初勝利を
収めました。
　試合前に始球式を務めた第三中学校ソフトボール部の鍵
山皐月さん（宗高町）と関くるみさん（安堀町）のバッテリー
は「緊張したけれど貴重な経験ができました」と、爽やかな
笑顔を見せてくれました。

　５月23日、「市民施設見学会」が行われました。参加し
た皆さんは一日かけて、清掃リサイクルセンター 21、竜
宮浄水場、第二学校給食調理場、オートレース場、市役所
庁舎を回りました。普段は中に入ることができない施設も
多く、参加した皆さんは興味深そうに各施設を見学しまし
た。
　見学会終了後のアンケートには、「初めて入ったオート
レース場に感動した」「ごみ処理の様子を見て、資源の大
切さをあらためて実感した」「今の給食はとてもおいしい」
など、たくさんの感想が寄せられました。

　６月１日、市民体育館などで開催された
「市民レクリエーションスポーツ祭」に、子
どもからお年寄りまで多くの人が参加しま
した。屋外ではウォーキングやサイクリン
グ、ゲートボールなどが、屋内ではなわと
びやインディアカ、ヘルスバレーなどが行
われました。参加者は勝敗にこだわらず、
生き生きとスポーツを楽しみました。
　今回は、毎月市内６カ所で開催されてい
る「はつらつウォーキング教室」が特別編
「はつらつウォーク」として同時開催され、
まぶしい日差しの中を元気に歩く参加者の
姿が見られました。

　６月１日から７日までの全国水道週間に合わせて、６月１日に「竜宮浄水場
施設見学会」が行われ、233人の人が参加しました。参加した皆さんは職員の
説明を受けながら竜宮浄水場内を巡り、水道水がどうやって作られ、各家庭ま
で届けられているかなどを学びました。
　好天に恵まれたこの日の最高気温は30度を超え、屋外の施設の見学を終え
た皆さんは、竜宮浄水場で作られたばかりの水で喉の渇きを潤しました。

やま  さ  つき

かぎ

広報いせさき9 82014年（平成26年）7月1日号

事来出のちま



お
知
ら
せ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
あ
お
ぞ

ら
」の
利
用
状
況
の
実
態
を
把
握

し
、
路
線
な
ど
の
再
編
の
参
考
資

料
と
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
・
回
収
箱
は

バ
ス
車
内
・
交
通
政
策
課
・
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支

所
）・
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す

期
間
　
７
月
７
日（
月
）か
ら
８
月

８
日（
金
）ま
で

提
出
方
法
　
直
接
回
収
箱
に
投
函

ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
交
通
政
策
課
へ

宛
先
　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１
　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
交
通
政
策

課
、
　
（24）
５
２
５
３
、
　koutuu

@
city.isesaki.lg.jp

　
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
・
納
付
猶
予
申
請

年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
４
１
）

介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど

利
用
者
負
担
金
を
助
成
し
ま
す

介
護
保
険
課（
☎
（27）
２
７
４
３
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

交
通
政
策
課（
☎
（27）
２
７
３
４
）

水
道
メ
ー
タ
ー
・
止
水
栓
の

調
査
を
実
施

給
水
課（
☎
（30）
１
２
３
０
）

ラ
〜
」の
強
調
月
間
で
す
。
全
て

の
国
民
一
人
一
人
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ

り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
30
歳
未
満
の
人

に
は
、
保
険
料
を
後
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
免
除

や
納
付
猶
予
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付

猶
予
の
承
認
期
間
は
、
毎
年
６
月

末
ま
で
で
す
。
今
ま
で
保
険
料
の

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶

予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継
続
申

請
を
し
て
い
な
い
人
や
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
る
人
は
、

６
月
末
で
承
認
期
間
が
切
れ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
免
除
や
納
付
猶

予
を
希
望
す
る
場
合
は
、
あ
ら
た

め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
に
は
添
付
書
類
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
医
療
課
・
各

支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
前
橋
年

金
事
務
所（
☎
０
２
７
ー
２
３
１

ー
１
７
０
６
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

自
己
負
担
金（
１
割
負
担
分
）の
２

分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
介
護
保
険
課
・
各
支
所
住

民
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た

す
人
　

●
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
支

援
・
要
介
護
被
保
険
者

●
市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

●
平
成
25
年
分
の
世
帯
の
収
入
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
自
己
負
担
金
お
よ

び
介
護
保
険
料
な
ど
を
支
払
っ
た

と
き
に
生
活
保
護
基
準
を
下
回
る

か
、
そ
れ
と
同
程
度
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
世
帯
の
人

●
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
人

●
市
・
県
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い
人

※

助
成
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ

ス
は
、
福
祉
用
具
購
入
、
住
宅
改

修
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
療
養

管
理
指
導
、
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
、
地
域
密
着
型
介
護
福
祉

施
設
入
所
者
生
活
介
護
な
ど（
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
含
む
）で
す

　
水
道
の
給
水
装
置
の
安
全
管
理

と
、
水
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め

の
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
給
水
区
域
全
域
の
個
人

宅
の
水
道
メ
ー
タ
ー
類
や
、
道
路

上
の
止
水
栓
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
の
際
、
調
査
員
は
身

分
証
明
書
や
腕
章
を
身
に
付
け
て

い
ま
す
。
個
人
宅
の
敷
地
内
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
了
解
を
得
て
か
ら
立

ち
入
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

こ
の
調
査
に
伴
う
、
物
品
の
販

売
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

期
間
　
平
成
27
年
２
月
27
日（
金
）

ま
で

期
日
　
７
月
18
日（
金
）

時
間
　
午
後
２
時
開
始

会
場
　
教
育
研
究
所

定
員
　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ

社
会
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
４
８
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

田
島
弥
平
旧
宅
な
ど
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示

　
案
内
所
で
は
、
田
島
弥
平
旧
宅

所
蔵
の
貴
重
な
歴
史
資
料
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
養
蚕
技
術
を
体
系

づ
け
た
、
田
島
弥
平
の
著
書『
養

蚕
新
論
』と
そ
の
版
木（
木
版
印
刷

に
使
わ
れ
た
、
文
章
や
絵
な
ど
が

彫
ら
れ
た
板
）や
、
イ
タ
リ
ア
の

ミ
ラ
ノ
で
蚕
種（
蚕
の
卵
）を
販
売

し
た
際
の
資
料
な
ど
を
展
示
し
て

お
り
、
蚕
種
業
で
栄
え
た
島
村
の

歴
史
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
田
島
弥
平
旧
宅
の
模

型
展
示
や「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産

業
遺
産
群
」の
パ
ネ
ル
展
示
、
ビ

デ
オ
上
映
に
よ
る
田
島
弥
平
旧
宅

の
解
説
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す（
下

表
参
照
）。

理
解
を
深
め
る
た
め

無
料
の
現
地
ガ
イ
ド
の
利
用
を

　
案
内
所
で
は
、
見
学
者
へ
の
無

料
ガ
イ
ド
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
日
４
回
、
定
時
の
現
地
ガ
イ
ド

を
行
う（
下
表
参
照
）ほ
か
、
概
ね

10
人
以
上
で
田
島
弥
平
旧
宅
を
見

学
す
る
場
合
に
は
、
臨
時
の
現
地

ガ
イ
ド
の
予
約
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
予
約
の
際
は
、
見
学
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
見

学
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

見
学
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

周
辺
の
見
学
の
拠
点
に
も

　
田
島
弥
平
旧
宅
周
辺
に
は
、
幕

末
か
ら
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
養

蚕
農
家
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

案
内
所
を
発
着
点
と
し
、
大
型
養

蚕
農
家
群
な
ど
を
巡
る
散
策
コ
ー

ス（
約
１
時
間
ま
た
は
約
２
時
間
）

も
あ
り
ま
す
。

※

い
ず
れ
も
個
人
宅
の
た
め
、
敷

地
内
へ
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

メール

登録の方法

　  
問い合わせ

　気象、避難勧告・指示などの防災情報や地域の防犯情報
などを、いせさき情報メールとして配信しています。災害
時には、防災無線や広報車などの緊急放送が聞き取れない
こともあります。いざというときに確実に情報を得られる
よう、いせさき情報メールに登録をしておきましょう。
　　　　　　携帯電話で次のメールアドレスに
　空メールを送信してください。
　　 t-isesaki@sg-m.jp
　　　　　　安心安全課（☎27－2706） ▲QRコード

メール

FAX

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課 

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

午後の部
ビデオ上映
展示資料解説
現地ガイド

1 : 00
1 : 10
1 : 30

1 : 30
1 : 40
－

2 : 00
2 : 10
2 : 30

2 : 30
2 : 40
－

3 : 00
3 : 10
－

3 : 30
3 : 40
－

午前の部
ビデオ上映
展示資料解説
現地ガイド

9 : 00
9 : 10
9 : 30

9 : 30
9 : 40
－

10 : 00
10 : 10
10 : 30

10 : 30
10 : 40
－

11 : 00
11 : 10
－

11 : 30
11 : 40
－

解説時間表

案内図

258

N

埼玉県深谷市
埼玉県本庄市

境島村

国指定史跡
田島弥平旧宅

田島弥平旧宅
案内所

島村蚕のふるさと公園

境島小学校

島村渡船
利根川

国登録有形文化財
日本基督教団島村教会

※田島弥平旧宅までは徒歩
約５分、島村渡船乗り場ま
では徒歩約10分です

田島弥平旧宅案内所
〒370－0134　境島村1968－378（境島小学校の東側）
☎・　 61－5924　　 tajimayahei-annai@lily.ocn.ne.jp
開所時間　午前９時～午後４時
駐車場　案内所前駐車場または島村蚕のふるさと公園の駐車場を
利用してください

　※駐車料金は無料です
　※カーナビで検索結果が表示されないときは「境島小学校」を目
的地に設定してください

休所日　年末年始（12月29日から翌年１月３日まで）

メール

TOPICS　田島弥平旧宅を見学するなら

田島弥平旧宅案内所に寄ってみよう！
問い合わせ　田島弥平旧宅案内所（☎61－5924）
　　　　　　文化財保護課（☎63－3636）

現地ガイドさん

パネル展示

関連書籍
・資料な

ど

見学記念
スタンプ

解説ビデオの上映

貴
重
な
資
料
の
展
示

FAX

102014年（平成26年）7月1日号11 広報いせさき

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24 時間）
■救急テレホンサービス（24時間）

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

よ
う

さ
ん  

し
ん  

ろ
ん

は
ん   

ぎ

さ
ん  

し
ゅ



講
座

催
し

相
談

期
日
　
７
月
30
日（
水
）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
　
殖
蓮
公
民
館

対
象
　
市
内
の
小
学
生

定
員
　
24
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
殖
蓮
公
民
館
へ

期
日
　
７
月
18
日（
金
）

時
間
　
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
　
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容
　
盆
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
な
ど

※

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護

者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

※

雨
天
の
場
合
は
館
内
で
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
児
童
セ
ン
タ
ー（
☎

　（23）
６
４
６
３
）

期
日
　
８
月
17
日（
日
）･

18
日（
月
）

（
１
泊
２
日
）

時
間
　
午
前
６
時
30
分
児
童
セ
ン

タ
ー
出
発

行
き
先
　
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ

ア
ン
ズ（
福
島
県
）

対
象
　
市
内
に
在
住
の
母
子
・
父

期
日
・
会
場

①
８
月
９
日（
土
）＝
赤
堀
せ
せ
ら

ぎ
公
園

②
８
月
24
日（
日
）＝
あ
ず
ま
公
民

館
※

雨
天
決
行

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

対
象
　
市
内
の
小
学
生

※

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い

定
員
　
各
40
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
３
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
①
は
７
月
８
日（
火
）

午
前
９
時
か
ら
31
日（
木
）ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
赤
堀
支
所
庶

務
課（
☎
（62）
９
７
９
０
）、 

②
は
７

月
22
日（
火
）午
前
９
時
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
あ
ず
ま
公
民
館（
☎

　（62）
０
１
１
５
）へ

期
日
　
７
月
23
日（
水
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
殖
蓮
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員
　
24
人（
先
着
順
）

市
母
子
会
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

若
年
親
子
旅
行

児
童
家
庭
課（
☎
（27）
２
７
９
８
）

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
学
習

親
子
木
工
教
室

市
民
活
動
課（
☎
（61）
６
７
１
２
）

夏
休
み
・
親
子
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

教
室三

郷
公
民
館（
☎
（23）
１
９
５
２
）

伊
勢
崎
工
業
高
校 

も
の
づ
く
り

体
験
教
室 

東
雲
夢
工
房

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

内
容
　
ア
ロ
マ
や
ハ
ー
ブ
を
生
活

に
生
か
し
楽
し
む
方
法
を
学
び
、

認
知
症
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ

た
ス
プ
レ
ー
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
８
日（
火
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
殖
蓮
公
民
館
へ

期
日
　
８
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で

の
土
曜
日（
全
５
回
）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場
　
三
郷
公
民
館

対
象
　
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者

定
員
　
10
組（
先
着
順
）

内
容
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ

て
、
花
や
景
色
な
ど
の
基
本
的
な

撮
影
方
法
と
合
成
写
真
の
作
成
方

法
を
学
び
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
８
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
三
郷
公
民
館

へ期
日
　
８
月
３
日（
日
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場
　
茂
呂
公
民
館

対
象
　
市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら

４
年
生

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

内
容
　
２
本
の
糸
で
動
か
す
の
ぼ

り
人
形
と
、
ゴ
ム
の
力
で
動
く
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
１
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
10
日（
木
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館

へ期
日
　
７
月
23
日（
水
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
の
３
歳
以
上

６
歳
以
下
の
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者

定
員
　
25
組（
先
着
順
）

内
容
　
白
磁
の
器
に
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
１
２
４
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
９
日（
水
）か
ら

参
加
費
を
添
え
て
あ
ず
ま
公
民
館

へ期
日
　
７
月
27
日（
日
）

時
間
　
午
後
１
時
〜
６
時

会
場
　
赤
石
楽
舎

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
５
年
生
以
上
の
人

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

内
容
　
型
に
布
を
へ
ら
で
木
目
込

ん
で
ネ
コ
の
人
形
を
作
り
ま
す

参
加
料
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　
７
月
９
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
生

涯
学
習
課
へ

●
リ
モ
コ
ン
カ
ー
の
製
作

時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

対
象
　
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生

定
員
　
10
人（
先
着
順
）

●
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
き
小
物
入

れ
の
製
作

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

対
象
　
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら

６
年
生

※

保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す

定
員
　
10
人（
先
着
順
）

　
　
　
　
＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

期
日
　
８
月
１
日（
金
）

会
場
　
県
立
伊
勢
崎
工
業
高
校（
中

央
町
）

参
加
料
　
１
０
０
０
円（
材
料
費

な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月

14
日（
月
）か
ら
18
日（
金
）ま
で
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
県
立
伊
勢
崎
工
業
高
校（
☎

　（25）
０
４
５
２
・
入
内
島
）

茂
呂
公
民
館（
☎
（25）
２
６
７
１
）

子
ど
も
お
も
ち
ゃ
作
り
教
室

殖
蓮
公
民
館（
☎
（26）
４
５
６
０
）

暮
ら
し
に
生
か
す
ア
ロ
マ
講
座

殖
蓮
公
民
館（
☎
（26）
４
５
６
０
）

夏
休
み
子
ど
も
絵
画
教
室

児
童
家
庭
課（
☎
（27）
２
７
５
０
）

児
童
セ
ン
タ
ー
夏
ま
つ
り

境
東
公
民
館（
☎
（74）
０
４
５
３
）

郷
土
史
講
演
会

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

親
子
マ
グ
カ
ッ
プ
作
り

休日の漏水などの連絡先 次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495－22－2151）
●境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048－574－6661）

●７月19日（土）
●７月20日（日）
●７月21日（祝）

中西工業
阿久津建設
穂詮

☎25－5900
☎62－1242
☎32－0875

●７月26日（土）
●７月27日（日）

エム・エス・ケー
後藤設備

☎30－3456
☎50－7581

竜宮浄水場（☎24－1760）または下記の
水道指定工事店へ連絡してください。

子
家
庭
の
親
子

定
員
　
45
人（
先
着
順
）

参
加
料

●
母
親
・
父
親
・
高
校
生
＝
１
万

１
０
０
０
円

※

市
母
子
会
員
で
な
い
母
親
・
父

親
は
１
万
３
０
０
０
円

●
中
学
生
＝
９
０
０
０
円

●
小
学
生
＝
７
０
０
０
円

●
小
学
生
未
満
＝
３
０
０
０
円

※

バ
ス
代
・
宿
泊
料
・
保
険
料
を

含
み
ま
す

申
し
込
み
　
７
月
24
日（
木
）午
後

６
時
か
ら
７
時
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
へ

問
い
合
わ
せ
　
児
童
家
庭
課
ま
た

は
市
母
子
会
事
務
局（
社
会
福
祉

協
議
会
あ
ず
ま
支
所
内
、
☎
（20）
２

６
６
６
）

期
日
　
７
月
19
日（
土
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
境
東
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

演
題
　
旧
境
町
の
地
名
と
風
土

講
師
　
沢
口
宏
さ
ん（
群
馬
地
名

研
究
会
会
長
）

入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
　
７
月
９
日（
水
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
境
東
公
民
館

へ　
学
校
で
の
出
来
事
や
友
人
関
係

の
悩
み
な
ど
、
専
門
の
相
談
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
間
　
７
月
22
日（
火
）か
ら
25
日

（
金
）ま
で

時
間
　
午
後
１
時
〜
５
時

会
場
　
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー（
絣

の
郷
内
）

対
象
　
お
お
む
ね
20
歳
く
ら
い
ま

で
の
人
と
そ
の
保
護
者

申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
青
少

年
指
導
セ
ン
タ
ー
へ

献血にご協力ください
全血献血（200ml・400ml）

献　血

期日　７月14日（月）
時間　午前９時30分～午後４時
　※正午から午後１時までは除きます
会場　市役所東館１階市民ホール
問い合わせ　社会福祉課（☎27－2748）

臨時職員の登録を受け付けています
　市では、臨時職員の登録を随時、受け付けています。
臨時職員が必要となった場合に、登録者の中から選考
して採用します。希望者は、臨時職員登録申込書また
は市販の履歴書に必要事項を記入の上、直接職員課に
提出してください。
　※臨時職員登録申込書は、職員課にあります。市ホ
ームページからダウンロードもできます
問い合わせ　職員課（☎27－2705）

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

木
目
込
豆
ネ
コ
を
作
ろ
う

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

　
　
　
　
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

                    （
☎
（27）
８
０
９
０
）

青
少
年
お
悩
み
面
接
相
談
会

歴史文化講座
伊勢崎のフロンティアたちⅡ

回 期日 内容

７月
19日(土)

８月
24日(日)

９月
28日(日)

10月
25日(土)

1

2

3

4

●演題　金井烏洲
　　　　～金井烏洲と文人画の世界～
●講師　山田烈さん
　　　　（元県立近代美術館学芸員）

●演題　森村酉三
　　　　～森村酉三とその時代～
●講師　手島仁さん
　　　　（前橋市文化国際課職員）

●演題　関重嶷
　　　　伊勢崎考古学リスクール
　　　　～関重嶷の世界～
●講師　加部二生さん
　　　　（桐生市文化財保護課職員）

●演題　田島弥平
　　　　～田島弥平と島村の風土～
●講師　宮崎俊弥さん
　　　　（元共愛学園前橋国際大学教授）

※講座の内容に関係する作品も一部展示します

う じゅう

いさお

とし   や

ひとし

しげ たか

とり ぞう

か    べ    に   たか

歴史文化講座日程表

期日・内容　下表のとおり（全４回）
時間　午後２時～３時30分
会場　赤堀歴史民俗資料館
対象　市内に在住または在勤・在学の人
　※全ての日程に参加してください
定員　50人（先着順）
参加料　無料
申し込み・問い合わせ　７月８日（火）午前９時か
ら直接または電話で赤堀歴史民俗資料館（☎63
－0030）

き     

め    

こ
み

し
の
の
めい

り  

う
ち  

じ
ま
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募
集

ス
ポ
ー
ツ

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
を

高
め
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
優

秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

申
し
込
み
　
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
７
月
18

日（
金
）か
ら
８
月
18
日（
月
）ま
で

に
直
接
市
役
所
本
館
受
付
・
各
支

所
・
各
公
民
館
、
ま
た
は
各
地
区

の
防
犯
委
員
へ

※

応
募
用
紙
は
申
し
込
み
先
に
あ

り
ま
す

※

応
募
作
品
は
１
人
１
点
で
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

期
日
　
10
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

会
場
　
市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

対
象
　
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
登

録
し
て
い
る
指
導
者
、
平
成
27
年

度
に
新
規
登
録
予
定
の
指
導
者

定
員
　
１
０
０
人（
先
着
順
）

※

１
団
体
に
つ
き
２
人
ま
で
参
加

で
き
ま
す

内
容
　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
制
度
に
基
づ
く
14
時
間
の
集

合
講
習
と
21
時
間
の
自
宅
学
習

参
加
料
　
１
人
３
２
４
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
）

申
し
込
み
　
７
月
24
日（
木
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

期
日
　
７
月
27
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
開
会

会
場
　
市
民
体
育
館

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
中
学
生
以
上
の
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
加
盟
ク

ラ
ブ
員

※

協
会
に
登
録
し
て
い
な
い
人
は

登
録
し
て
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
料
は
１
０
０
０
円
で
す

種
目

●
一
般
男
女
Ａ（
競
技
経
験
３
年

以
上
）

●
一
般
男
女
Ｂ（
競
技
経
験
３
年

未
満
ま
た
は
２
人
の
年
齢
の
合
計

が
１
０
０
歳
以
上
）

●
一
般
男
女
Ｃ（
初
心
者
ま
た
は

２
人
の
年
齢
の
合
計
が
１
２
０
歳

以
上
）

参
加
料
　
１
組
２
０
０
０
円

申
し
込
み
　
７
月
11
日（
金
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

期
日
　
８
月
３
日（
日
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場
　
市
民
プ
ー
ル

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
小
学
生
以
上
の
人

●
市
内
ま
た
は
玉
村
町
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人

●
市
内
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員

種
目

●
小
学
生
の
部
＝
自
由
形
・
平
泳

ぎ
・
背
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
各

50
メ
ー
ト
ル
と
２
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー

●
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
＝

自
由
形
50
メ
ー
ト
ル
と
１
０
０
メ

ー
ト
ル
、
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・
バ

タ
フ
ラ
イ
の
各
１
０
０
メ
ー
ト
ル

と
２
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

●
29
歳
以
下
・
30
歳
代
・
40
歳
代
・

50
歳
代
・
60
歳
代
・
70
歳
以
上
の

部
＝
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ
の
各
50
メ
ー
ト
ル
と

２
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

※

１
人
２
種
目
ま
で（
リ
レ
ー
は

除
き
ま
す
）

参
加
料
　
５
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み
　
７
月
11
日（
金
）ま
で

に
参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
へ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

市
民
水
泳
大
会

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会（
ダ
ブ
ル
ス
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

　市内で活動している団体の情報発信や団体
間の連携・相互協力を推進するため、インタ
ーネットを活用した情報交換システム「まち
づくりプロジェクト」が開設して２年が経過
しました。より安全に、気軽に、活発に利用
できるシステムを目指して審議・協議を行う、
まちづくりプロジェクト実行委員を募集しま
す。
任期　平成28年３月31日（木）まで
対象　市内に在住または在勤・在学の20歳
以上の人
募集人員　５人程度
申し込み・問い合わせ
　７月31日（木）までに直接または電話で
　市民活動課（☎61－6712）

まちづくりプロジェクト
実行委員募集

7/10・11・12・13
◆浜松オート場外発売

7/11・12・13
◆第36回東京スポーツ杯争奪戦
　（ナイター開催）

7/14・15・16
◆船橋オート場外発売

7/17・18・19・20・21
◆飯塚オート場外発売（ナイター開催）

7/17・18・19・20・21
◆川口オート場外発売
　ＧⅠ第38回キューポラ杯

7/23・24・25
◆山陽オート場外発売

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

広
告
の
ペ
ー
ジ

サマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて６億円

　
　この宝くじの収益金は市町村の明るく住
みよいまちづくりに使われます。お近くの
宝くじ売場でお買い求めください。
発売期間　７月４日（金）から25日（金）まで
抽せん日　８月５日（火)
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

同時発売　サマージャンボミニ6000万

安
心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）

防
犯
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
員

養
成
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）
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